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～なぜ薬剤師に声が掛かるようになったか～ 



３．１１地震直後、日比谷公園に避難 



今回、非常に早く成果が上がった理由 

• 今までやってき
たことは「断片
的」過ぎた。 

• 「糸の紡ぎ役」
が必要だった。 

• では、どのよう
な糸の紡ぎ方
をしてくれたの
か・・・ 

• 保健所所長に
バトンタッチい
たします。 



高知県中央東福祉保健所管内 

人口 約１３万人  
 

面積 香川県の８割 
 

北部は、高齢化率約５０％山間僻地 
 

南部の平野部に人口が集中 

香南市 

香美市 

大豊町 

南国市 

本山町 

大川村 

土佐町 

山間僻地  約２万人 

平野部  １１万人 

 
 人口 約８０万人  
 

南国市を 

モデル 

に推進 



南国市：資源は十分あるが・・ 

人口：50,758人 

高齢化率：23.6％ 

医療資源 

– 病院 １０ 

– 診療所 ２５ 
一般 ８９９ 

精神 ２８８ 

医療療養 ４９１ 

介護療養 １２４ 

介護資源 
– 老人保健施設 ３（２５４） 

– 老人福祉施設 ３（１８０） 

– 認知症グループホーム ６
（１６２） 

– 訪問看護ステーション ４ 

– 訪問介護 ９ 

– デイサービス １２ 

– 通所リハ  ６ 

– 居宅介護支援 １４ 



取り組みの開始前 

依頼がない 

時間がない 

体制面が・・ 

在宅医療・介護での 

薬剤師という 

「餅」を知らない。 

 食べたことがない 



ケアマネージャー 

 薬剤師に聞くという発想がな
かった。顔の見える関係ができ
気軽に相談できるようになった 
 

地域包括支援センター 

 ケアマネが、薬の事は薬剤師
に聞くことができるようになっ
た（餅は餅屋を理解） 

 

 

薬剤師 

 ケアマネ、包括から
在宅支援の依頼が入る
ようになった。 

 必要性すら認知され
ていなかった時と較べ
ると雲泥の差だ。 

  大きな一歩だ！！ 

 

これまでの成果 



なぜ県が？ なぜ保健所が？ 

全国第３位の高齢化先行県 

全国一の療養病床 

 

 

 

地域ケア体制の整備は 
従来から重い課題 

医療制度改革 
（療養病床が多く影響は甚大） 

 

＋ 
福祉保健所を圏域毎の 
２計画１構想推進役に 

 
保健医療計画 

地域ケア体制整備構想 
健康増進計画 



医療計画の作成および推進における保健所の役割について 
平成19年7月 厚労省健康局総務課長通知 



保健所は、地域医師会等と連携して圏域連携会議を主催し 
医療機関相互または医療機関と介護サービス事業所との調整を行う 



監視機関 

チェックマン 

調整機関 

仲 人 

公平・中立な
立場を活かし
たつなぎ役 

立ち入り 

検査 

保健所は、立入
検査で怖いイ
メージだった！ 

 
でも、イメージ
が変わりました 

保健所のイメージチェンジ 



多職種連携の糸紡ぎは、仲人のようなもの 

1. 関係者の合意形成 
 

2. 集いの場づくり 

     顔が見える関係づくり 
 

3. 互いの良さを知る 
 

4. 信頼関係ができる 

お見合いの合意 
 

お見合いの場 

お見合い 
 

相手の良さを知る 
 

結婚しよう 



1. 関係者の合意形成 
 福祉保健所の保健医療福祉推進会議で多職種連携に

よる地域ケア推進を合意 

 医師会に補助金。多職種キーマンで視察 

2. 集いの場づくりと顔が見える関係づくり 
 研修会や事例検討会を開催し関係性ができる 

3. 互いの良さを知る 
 研修会や事例検討会を通して「餅は餅屋」を知る 

4. 信頼関係ができる 
 餅を食べてみて美味しさを体感する（個々の事例に

関する連携対応で） 

多職種連携の糸紡ぎは、仲人のようなもの 



1. 関係者の合意形成 
 福祉保健所の保健医療福祉推進会議で多職

種連携による地域ケア推進を合意 

 医師会に補助金。多職種キーマンで視察 

2. 集いの場と顔が 

    見える関係づくり 

3. 互いの良さを知る 

4. 信頼関係ができる 

多職種連携の糸紡ぎは、仲人のようなもの 



中央東福祉保健所の組織体制 

所 長兼 
保健監 

（保健所長） 

次長  （兼） 
地域支援室長 

次長（総括） 

地域支援室 

総務保護課 

健康障害課 

衛生環境課 

総務担当 

地域支援担当 

保護担当 

健康増進担当 

母子児童担当 

食品保健担当 

検査担当 

医事感染症担当 

障害保健福祉担当 

環境担当 

（１７名） 

（１８名） 

（９名） 

（４名） 

  
 
 

 医師        １名 
 獣医師      １名 
 薬剤師      ９名 
 保健師     １５名 
 助産師      ０名 
 精神保福相員  １名  
 理学療法士   １名     5１名 
  作業療法士   １名 
  歯科衛生士    １名 
 放射線技師    １名    
 管理栄養士   ３名 
 事務吏員    １８名 
    
   

地域ケア担当 

（保健所と福祉事務所が合体した組織となっています） 



南国・香南・香美地域 

保健医療福祉推進会議 

関係機関・団体が参加 

主語を明確にした行動計画 
具体に実行することを記載 

住民代表と 

関係機関・団体の 
代表者で構成 



行動計画 

概要版 
 

A4：4頁 

1500部 

様々な 
機会に 
関係者
に説明 





在宅復帰支援システム検討事業 

南国市 

県単の補助金 

１０／１０ 

２年間 

高知県地域ケア体制整備推進費補助金 
 
H20   県補助金 445,000円 
H21   県補助金 525,000円 
       計    970,000円 
H22～  医師会の独自財源で活動中 



 
在宅復帰支援システム 
検討事業に取り組みます 

■土佐長岡郡医師会は 



在宅病院薬剤師と調剤薬局の 
情報交換会や研修会を 
定期的に開催し、 
連携を進めます 

■薬剤師会は 



病 院 

歯科診療所 

調剤薬局 
訪問看護 
ステーション 

居宅介護支援 
事業所 

診療所 

訪問介護 
事業所 

老人保健施設 

地域包括 
支援センター 

福祉保健所 

退院前カンファ
レンス実態調査 

事業所に訪問、
聞き取り調査 

在宅医療 

機能調査 

事業所に訪問、
聞き取り調査 

薬剤師会独自 

機能調査 

老施協 

独自調査実施中 

事業所に訪問、
聞き取り調査 



在宅緩和ケア 
 

ネットワーク 
 

協力薬局 



医師会長 
接着剤としての保健所の 
役割が大きかった！ 


